
栃木県真岡市地区内では、放置竹林が問題となっています。そこで、地域の課題
を解決するため、竹粉を使ったエコビジネスをすることにしました。
竹粉を調査した結果、ラクトバチルス・ブレビスという乳酸菌が含まれているこ

とがわかりました。この乳酸菌は、食物繊維による整腸作用や消臭効果が期待でき
ることから、本校で飼育している動物に与えてみたところ、脂質が減少するという
結果がでました。
このことから、肥満気味の動物に使用するのはどうだろうかと考え、ドッグフー

ドを作成しました。また、竹粉はわらと混ぜ合わせることで、臭いを抑えた牛舎敷
料として使用しています。その他にも、人間用のサプリメント、化粧品、サイレー
ジの竹粉利用を考えています。
これらの商品が実現すれば、エコ活動に繋がると考えています。
ＳＤＧｓに貢献できる活動として環境への意識を高め、地域貢献に努めたいです。
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画像（最背面）
サイズ：W19.05 x H14.29 固定

使用可能画像は4:3

※この青色の背景と同じ大きさにサイズを合わせ
貼り付けてください。

また、貼り付けた画像の元データ（JPEG）を、
本原稿とともにお送りください。

注）写真は１枚のもの
（数種を１枚NG）にて、

写真にはキャプション15文字内を明記お願いします！
次ページにサンプルをお付けしております。

放置竹林から竹粉になるまで


